


※質疑・答弁・討論内容は要約して掲載してい
ます。詳細は議会ホームページ及び両地区
図書館で閲覧できる会議録をごらんください。 

新たな寄宿舎を建設 する事業に着手 新たな寄宿舎を建設 する事業に着手 する事業に着手 平成24年9月定例町議会 平成24年9月定例町議会 女満別高等学校 
通学生徒が入寮 (9月19日・20日)

9,056万円の事業費を追加 
〔中堀君子 議員〕 
①　提案時期がおそい。もっと早く提案されて
いれば、町民と一緒に考え、行動することがで
きた。 
②　新築ではなく、もう少し知恵を出し、少ない
お金で大きなものをつくれないか。 
 
〔品田好博 議員〕 
①　少子化の影響から定数割れが続いている今
日的状況を考え、支援策を見定める必要がある。
なぜ新築にこだわるのか、理解に苦しむ。誰が
見ても妥当と言える支援策を見出すべきであ
る。 
 
 
 

〔勝田鉄城 議員〕 
①　新築にかける予算を少しでも減らし、子供
たちの学力、体力向上につながる対策に予算
を充ててほしい。 
②　既存寄宿舎「メルヘンハウス」隣地の建物を
譲り受け、改修し使用することが、子供たちに
も町財政にもいいと考える。 
 
〔小島一弘 議員〕 
①　町民皆さんが聞いて納得できる支援策であ
るべき。現時点で教育に対する支援策として、
１億円近い金を投じるべきなのか。 
②　女性は入寮できないようだが、女性に入寮
権利がないことが重大な瑕疵である。 
③　新築ではなく既存施設を活用すれば、そこ
で生じる整備費用の差額を福祉対策に充てる
　　　　　ことができるのではないか。 

討 論 
反対 

寄宿舎新築のため事業費を増額する補正予算案に 

〔松田信行 議員〕 
①　道立の高校だが、生徒が 
　率先してボランティア活動へ 
　参加し、地域との関わりを持つという教育的
効果と、地元に高校があることで人が集まり、
そこから生まれる経済的効果がある。 
②　来年度ふえる間口を維持するためには、町
外からの通学生の確保が必要。目的を持って
女満別高校へ進学しようとする生徒への対応
として、寄宿舎を新築し、既存のメルヘンハウ
スを可能な限り維持しながら環境を整えてい
くことがベストと考える。 
 
〔近藤哲雄 議員〕 
①　女満別高校の間口維持を図っていくことが
高校教育の環境整備につながり、ひいては本
町中学生の進路選択の拡大につながると考え
る。今後の教育問題として町民に理解を求め
ることも議員の責務の一部と捉え、賛成する。 
 

 
 
 
〔植田泰弘 議員〕 
①　高校があるまちは、卒業生のふるさとになる。
女満別高校卒業生も、将来大空町に好意を持ち、
力になってくれるのではないか。卒業生が「ま
た大空町に戻りたい。」と思えるような政策を
望む。 
②　将来的に女満別高校が存続の危機を迎えた
とき、新しい宿舎は最低限の施設であると考
える。 
 
〔齋藤宏司 議員〕 
①　平成25年度から女満別高校の１間口増が
決まったことから、町外からの生徒確保対策
が必要。将来の本町教育のためにも、寄宿舎の
新築整備を進めてほしい。 

賛成 
寄宿舎新築のため事業費を増額する補正予算案に 

討 論 

既存の寄宿舎「メルヘンハウス」 

2大空町議会だより　第26号（平成24年11月）



償還額の７割が地方交付税に算入される 
　　　「合併特例債（＝借入金）」を財源に 

寄宿舎建設事業に関する補正予算額内訳 

歳出予算の追加額 
●宿舎建設「建築確認申請」手数料 6万円 
●寄宿舎建設「調査設計」委託料 740万円 
●寄宿舎の建設工事費 8,150万円 
●寄宿舎建設に要する土地の取得費用 
 160万円 

 合計 9,056万円 

歳入予算の追加額（寄宿舎建設事業の財源として） 
●女満別高等学校生徒寄宿舎整備事業債 
　〔合併特例債〕（＝借入金） 7,890万円 

※歳出予算追加額との差額は、一般財源での対応 

新たな寄宿舎を建設 する事業に着手 新たな寄宿舎を建設 する事業に着手 新たな寄宿舎を建設 平成24年9月定例町議会 女満別高等学校 
通学生徒が入寮 

町内高校の生徒確保対策として 

「寄宿舎建設事業（＝補正予算）」提案に至る背景 

女満別高等学校 
通学生徒が入寮 

①女満別高校への平成23年度入学者数が40人を割り、平成24年度
から２学級（定員80人）→１学級（定員40人）に減少する。 

②上記①から、女満別高校の関係団体、町、教育委員会や議会など、
関係機関が連携して北海道教育委員会に対し、地域の実情を訴え
ながら学級数の増に向けた要請活動を実施する。 
③北海道教育委員会の決定により、平成25年度入学から女満別高
校学級数が再び２学級に。 
④平成22年度に町内旧旅館を取得し、利用している寄宿舎「メルヘ
ンハウス」の入寮者数が、現在の１、２年生で満室の状況にある。
次年度からの学級数増加に対応し、進学希望者が安心して通学で
きる環境であることを知らせること、増加した学級数の維持、生
徒確保対策が必要と判断。 

町として、既存の公共施設や民間施設を活用した対応策など、さまざ
まな案を検討した結果、現在の高校寄宿舎「メルヘンハウス」の隣地を
一部取得し、新たに寄宿舎を建設する対応策を決定した。 

９月定例会で一番の論点になった「寄宿舎建設事業」に要する経費を増額する補正予算は、議会での 
活発な質疑、討論を通じた議論の結果、賛成：７／反対：４で可決されました。 

討 論 

既存の寄宿舎「メルヘンハウス」 既存の寄宿舎「メルヘンハウス」 
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品
田
議
員
　
メ
ル
ヘ
ン
ハ
ウ

ス
隣
接
地
の
建
物
等
所
有

者
か
ら
、
そ
れ
ら
を
町
に

売
却
す
る
意
向
が
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
建
物
を
取

得
し
て
改
修
す
る
の
で
は

な
く
、
す
べ
て
新
築
に
し

よ
う
と
し
た
理
由
は
何
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
メ
ル
ヘ
ン

ハ
ウ
ス
に
隣
接
す
る
建
物

は
昭
和
46
年
、
49
年
に
建

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

仮
に
取
得
し
、
改
修
し
た

と
し
て
も
費
用
が
大
き
く
、

さ
ら
に
そ
れ
以
降
も
改
修

費
用
が
必
要
と
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
新
築
で
の

整
備
と
し
た
。

小
島
議
員
　
今
後
の
女
満
別

高
校
の
生
徒
確
保
の
見
込

み
を
説
明
し
な
け
れ
ば
、

町
民
の
理
解
は
得
が
た
い
。

そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て

ほ
し
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
町
内
中
学

校
の
卒
業
者
は
、
平
成
27

年
度
ま
で
70
名
か
ら
80
名

で
推
移
し
、
そ
の
う
ち
の

町
長
　
平
成
25
年
度
に
は
２

間
口
に
な
る
こ
と
が
、
正

式
に
決
定
し
た
。

来
年
度
の
生
徒
募
集
が

始
ま
る
中
で
、
町
と
し
て

も
通
学
が
困
難
で
あ
る
ほ

か
の
学
区
か
ら
女
満
別
高

校
へ
進
学
を
希
望
す
る
生

徒
の
背
中
を
押
す
よ
う
な

施
策
を
講
じ
る
の
は
、
今

だ
と
考
え
た
。
ど
こ
に
ど

れ
だ
け
お
金
を
投
じ
る
か

は
、
適
切
な
時
期
や
場
所

が
あ
る
。
今
回
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
聞
い
た
中

か
ら
判
断
し
、
新
築
案
で

進
め
た
い
。

25
％
で
あ
る
20
名
程
度
の

女
満
別
高
校
進
学
を
想
定

し
て
い
る
。
今
後
２
間
口

を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、

町
外
生
徒
の
通
学
も
必
要

で
あ
り
、
そ
の
対
策
を
と

り
た
い
。

小
島
議
員
　
貴
重
な
税
金
は
、

町
民
皆
さ
ん
が
納
得
い
く

よ
う
に
使
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

将
来
に
わ
た
っ
て
確
実

に
使
っ
て
い
け
る
見
通
し

が
な
い
も
の
に
は
、
コ
ス

ト
を
下
げ
て
対
応
す
る
姿

勢
を
持
て
な
い
の
か
。

品
田
議
員

質
疑
と
答
弁

生
涯
学
習
課
長

小
島
議
員

小
島
議
員

生
涯
学
習
課
長

町
長



「寄宿舎建設事業」に関わる補正予算のほか、
本定例会で決定した主な内容をお知らせします。 
※前ページに記載の「寄宿舎建設事業」に関わ
る補正予算を除き、いずれも全議員の賛成
で決定しました。 

下
宿
受
入
れ
家
庭
の
確
保
と 

負
担
軽
減
の
た
め
に 

寄
宿
受
入
補
助
金
を
増
額 

一 口 メ モ  一 口 メ モ  一 口 メ モ  

　全国どこの住民に対しても一定の行政サービスを
提供できるよう、所得税や法人税などの国税の一部
が一定の基準に基づき計算され、「地方交付税」とし
て地方公共団体（町）へ交付されます。 
　国が、地方交付税として交付する財源に不足が生
じた場合、交付先である地方公共団体がその不足額
を補てんするために借り入れできるお金を「臨時財
政対策債」といいます。 
　臨時財政対策債の返済費用の全額が、後年度に地
方交付税として措置されます。 

「臨時財政対策債（※１）」とは？ 
りん じ ざいせいたいさくさい 

一 口 メ モ  一 口 メ モ  

地方交付税と 
臨時財政対策債 
とのイメージ 

●町民税(個人) △3,153万円 
☆地方交付税 ＋３億6,697万円 
●財政調整基金等繰入金 
　（＝貯金取崩し） 
 △１億3,765万円 
●前年度繰越金 ＋8,757万円 
●雑入(前年度介護保険事業勘定 
　特別会計繰出金返還金 ほか) 
 ＋614万円 
●農業基盤整備事業債〔借入金〕 
 ＋380万円 
●臨時財政対策債〔借入金〕（※1） 
 ＋5,940万円 

●公共施設等整備基金積立金 
 ＋２億487万円 
●農業基盤整備事業負担金 
 △778万円 
●国営美女地区かんがい排水事 
　業基金積立金 ＋9,000万円 
●藻琴山登山道バイオトイレ購 
　入、設置 ＋588万円 
●朝日ヶ丘公園パークゴルフ場 
　芝補修工事 ＋272万円 
●芝桜公園スギナ対策経費 
 ＋159万円 
●北海道市町村備荒資金組合納 
　付金 ＋5,000万円 
●女満別幼稚園臨時職員賃金 
 ＋207万円 

歳入（収入） 歳出（支出） 

一般会計補正予算の主な内容 

◆国民健康保険事業特別会計：予算総額1,297万円増の11億6,244万円 
◆介護保険事業勘定特別会計：予算総額608万円増の６億908万円 
◆個別排水処理事業特別会計：予算総額47万円増の3,030万円 

※項目名の先頭が☆の内容に関して、今回質疑が行われました。 

◆一般会計：歳入歳出それぞれ４億3,469万円増額⇒ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額80億6,440万円 

《本定例会で議決された補正予算の概要》 

本
来
交
付 

(

　
割)

10
臨時財政対策債 

地方交付税 

一人一人の防災意識向上も必要です。 
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女
満
別
高
校
へ
の
通
学
が
困
難
な

生
徒
や
、
東
藻
琴
高
校
の
寮
で
あ
る

「
緑
友
寮
」
に
入
寮
し
て
い
て
休
業

日
の
帰
宅
が
困
難
な
生
徒
が
存
在
し

ま
す
。

そ
う
い
っ
た
生
徒
の
下
宿
を
引
き

受
け
て
く
だ
さ
る
家
庭
の
確
保
や
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、「
高
等
学
校

生
徒
寄
宿
受
入
補
助
金
」
と
し
て
30

万
円
の
予
算
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

一
泊
２，

０
０
０
円
、
月
２
万
円
を

限
度
と
す
る
助
成
内
容
に
な
り
ま
す
。

寄
宿
舎
建
設
事
業
、
寄
宿
受
入
補

助
金
の
ほ
か
、
次
の
内
容
を
含
む
各

会
計
の
補
正
予
算
が
、
今
回
の
定
例

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
高
等
学
校
生
徒
寄
宿
受
入

事
業
補
助
金
関
係
】

現
在
の
補
助
対

象
者
と
、
30
万
円
と
い
う

金
額
の
算
定
根
拠
は
。

涯
学
習
課
長
　
平
成
24
年

度
現
在
下
宿
し
て
い
る
２

人
分
、
２
万
円
／
月
×
６

カ
月
×
２
人
＝
24
万
円
と

し
て
算
出
し
た
。

東
藻
琴
高
校
の
入
寮
者

も
２
人
お
り
、
休
日
の
帰

宅
が
困
難
な
場
合
を
想
定

し
て
２，

０
０
０
円
／

日
×
30
日
＝
６
万
円
、
合

計
30
万
円
と
し
て
積
算
し
、

計
上
し
た
。

島
議
員
　
下
宿
料
の
２
万

円
は
、
既
存
寄
宿
舎
「
メ

ル
ヘ
ン
ハ
ウ
ス
」
の
基
準

も
考
慮
し
、
設
定
し
て
い

る
の
か
。

涯
学
習
課
長
　
メ
ル
ヘ
ン

ハ
ウ
ス
の
状
況
な
ど
も
聞

き
な
が
ら
、
金
額
を
設
定

し
た
。
今
回
の
補
助
金
は
、

少
し
で
も
多
く
の
方
の
受

入
れ
を
奨
励
す
る
意
味
合

い
が
あ
る
。

島
議
員
　
町
民
の
幅
広
い

協
力
を
得
な
が
ら
進
め
る

と
い
う
基
本
姿
勢
か
ら
す

る
と
、十
分
な
手
当
だ
と
思

え
な
い
。メ
ル
ヘ
ン
ハ
ウ
ス

と
の
比
較
問
題
も
含
め
、

検
討
段
階
で
の
議
論
の
仕

方
が
甘
い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
こ
の
助
成
制
度
の

一
番
の
目
的
は
、
受
入
れ

先
を
広
く
確
保
す
る
こ
と

で
あ
る
。
下
宿
経
営
の
厳

し
さ
も
耳
に
す
る
が
、
生

活
上
の
臨
時
的
経
費
な
ど

に
充
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

十
分
な
金
額
で
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
広
く
住

民
皆
さ
ん
に
協
力
を
求
め

て
い
き
た
い
。

【
地
方
交
付
税
関
係
】

藤
議
員
　
国
の
公
債
発
行

特
例
法
案
が
成
立
し
て
い

な
い
こ
と
で
、
本
町
の
予

算
執
行
に
及
ぼ
す
影
響
が

あ
る
の
か
。

務
課
長
　
９
月
の
交
付
税

は
例
年
よ
り
若
干
お
く
れ

た
が
、
予
定
ど
お
り
交
付

さ
れ
た
。

教
育
長

小
島
議
員

小
島
議
員

総
務
課
長

近
藤
議
員

小
島
議
員

質
疑
と
答
弁

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長



本定例会で購入契約締結が議決された物品の概要 

給食車　１台 
(小型トラック４WD　３ｔ)

大空町女満別中央８番地の５ 
株式会社　オートカラー南部 
代表取締役　　南　部　　信 

1,260万円 

平成24年12月21日 

品名・数量 

納入業者 
(契約先)

購入金額 

予定納期 

防
災
会
議
と
災
害
対
策
本
部 

役
割
を
見
直
し
明
確
に 

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
を 

「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」に
付
託 

市
町
村
が
地
球
温
暖
化
対
策
に 

取
り
組
む
た
め
の
十
分
な
対
応
を
！ 

〜
国
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
〜 

一 口 メ モ  一 口 メ モ  

一 口 メ モ  一 口 メ モ  一 口 メ モ  

　「災害対策基本法」は、国土や国民の生命、財産等を災害から
保護するため、防災に関する国や地方公共団体などの責任を明
確にし、総合的、計画的な防災行政の整備、推進を図ることが主
な目的とされています。 
　災害対策基本法では、「市町村に設置する災害対策本部と防
災会議に関する必要な事項などは、それぞれ条例で定める」こ
とが規定されており、本町も「防災会議条例」「災害対策本部条例」
を定めています。 
【町の「防災会議」の主な役割】 
　①地域防災計画などの作成と実施の推進 
　②地域の防災に関する重要事項を審議 
【町の「災害対策本部」の主な役割】 
　①町内の災害に関する情報収集　 
　②災害の予防及び応急対策を的確、迅速に実施するための方
針を作成し、その方針に沿って対策を講じる 

「防災会議」と「災害対策本部」 
老
朽
化
し
た 

給
食
車
を
更
新 

※災害対策本部は、災害発生時やそのおそれがあるときに設置されます。 

一人一人の防災意識向上も必要です。 一人一人の防災意識向上も必要です。 

東
日
本
大
震
災
で
得
た
教

訓
を
生
か
し
、
災
害
対
策
の

強
化
を
図
る
た
め
、
国
の

「
災
害
対
策
基
本
法
」
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

同
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

本
町
で
も
条
例
を
定
め
、

「
災
害
対
策
本
部
」「
防
災
会

議
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

法
律
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
町
の
条
例
の
規

定
を
法
律
の
改
正
に
伴
い
見

直
す
た
め
、「
防
災
会
議
条

例
」「
災
害
対
策
本
部
条
例
」

の
内
容
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
防
災
会
議
」
と
「
災
害
対

策
委
本
部
」
の
所
掌
事
務

見
直
し
、
明
確
化

②
学
識
経
験
者
の
防
災
会
議

委
員
選
任
が
可
能

③
法
律
の
改
正
に
伴
う
条
項

等
の
見
直
し

平
成
３
年
に
購
入
し
、
導

入
後
20
年
以
上
経
過
し
て
い

る
女
満
別
地
区
の
給
食
車
更

新
の
た
め
、
新
た
に
車
両
を

購
入
す
る
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
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地
球
温
暖
化
防
止
を
よ
り

確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
山
村
地
域
の
市
町
村
に

よ
る
主
体
的
、
総
合
的
な
森

林
整
備
・
保
全
等
の
取
り
組

み
が
か
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
市
町
村
の
役

割
を
踏
ま
え
て
、
地
方
財
源

を
確
保
、
充
実
す
る
仕
組
み

の
早
期
構
築
を
求
め
る
意
見

書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

（
意
見
書
の
内
容
を
Ｐ
23
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。）。

国
へ
の
意
見
書
提
出
を
議

決
し
た
ほ
か
、
法
律
の
規
定

な
ど
に
よ
り
議
会
へ
の
報
告

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
次

の
内
容
を
了
承
し
ま
し
た
。

①
平
成
23
年
度
大
空
町
教
育

委
員
会
の
活
動
状
況
に
関

す
る
点
検
・
評
価

②
平
成
23
年
度
大
空
町
の
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率

③
例
月
出
納
検
査
結
果

本
町
の
一
般
会
計
と
７
特

別
会
計
、
計
８
会
計
の
平
成

23
年
度
決
算
認
定
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

決
算
認
定
に
関
し
て
は
、

議
会
決
算
審
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
そ
の
中
で
詳
細

を
審
議
し
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
（
決
算
審
査
特
別
委

員
会
の
審
議
概
要
は
、
６
ペ

ー
ジ
か
ら
掲
載
し
て
い
ま

す
。）。

主
な
改
正
内
容

※
議
案
に
対
す
る
質
疑
や
答
弁
の
内
容
は
、
要
約
し
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
両
地
区
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
会
議
録
を
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。



委員会審議風景 

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

平
成
　
年
度
の
事
業
を
総
括 

効
果
を
測
定
し
次
年
度
へ 

23

平
成
　
年
度
の
事
業
を
総
括 
23

委員会審議風景 

※千円以下、小数点第三位以下を四捨五入して表記しています。 ※千円以下、小数点第三位以下を四捨五入して表記しています。 

『原案のとおり 
　  認定するべき』 

決算審査特別委員会　審査結果 

全委員が賛成 

各会計 

決算総額 

歳入 

歳出 
104億2,4

22万円 
104億2,4

22万円 
104億2,4

22万円 

平成23年度大空町一般会計・特別会計歳入歳出決算額及び決算審査特別委員会の審査（認定）状況 

会　計　名 

一　般　会　計 

各会計　合計 

23年度歳入歳出差引額 
〔（A）－（B）〕 

22年度 歳入 
23年度 歳入（A） 
(22年度 対比)

委 員 会  
審査状況 

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計 
国民健康保険事業 
特 別 会 計  

老人保健特別会計 

後期高齢者医療  
特 別 会 計  

介護保険事業勘定 
特 別 会 計  

介護サービス事業勘定 
特 別 会 計  

簡 易 水 道 事 業  
特 別 会 計  

下 水 道 事 業  
特 別 会 計  

個別排水処理事業 
特 別 会 計  

93億4,559万円 

11億372万円 

42万円 

8,866万円 

6億88万円 

840万円 

4億4,487万円 

3億8,508万円 

2,774万円 

120億536万円 

全員賛成 

全員賛成 

― 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

78億2,219万円 
（△16.30%） 

22年度 歳出 
23年度 歳出（B） 
(22年度 対比） 

92億2,541万円 

10億8,623万円 

42万円 

8,861万円 

5億8,991万円 

818万円 

4億4,004万円 

3億7,589万円 

2,675万円 

118億4,144万円 

9,288万円 

1,713万円 

―　　　 

13万円 

7万円 

26万円 

541万円 

272万円 

105万円 

1億1,965万円 

77億2,931万円 
（△16.22％） 

11億7,943万円 
（＋6.86%） 

11億6,230万円 
(＋7.00%） 

―　　　 
皆減（会計廃止） 

―　　　 
皆減（会計廃止） 

8,976万円 
（＋1.24%） 

8,963万円 
（＋1.15%） 

6億960万円 
（＋1.45%） 

6億953万円 
（＋3.33%） 

855万円 
（＋1.79%） 

829万円 
（＋1.34%） 

3億5,591万円 
(△20.00%） 

3億5,050万円 
(△20.35%） 

3億2,998万円 
(△14.31%） 

3億2,726万円 
（△12.94%） 

2,880万円 
（＋3.82%） 

2,775万円 
（＋3.74%） 

104億2,422万円 
（△13.17%） 

103億457万円 
（△12.98%） 

103億457
万円 

103億457
万円 

103億457
万円 
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平
成
24
年
９
月
開
催
の
定

例
会
に
提
案
さ
れ
た
「
平
成

23
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て
」
は
、
決

算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員

長：

近
藤
哲
雄
議
員
）
で
詳

細
を
審
議
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

決
算
審
査
は
、
実
施
さ
れ

た
事
業
の
効
果
を
測
定
し
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ

て
い
く
と
い
う
重
要
な
意
味

を
持
ち
ま
す
。

10
月
24
日
に
開
催
し
た
決

算
審
査
特
別
委
員
会
で
、
平

成
23
年
度
決
算
の
内
容
を
慎

重
に
審
議
し
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
委
員
全
員

の
賛
成
に
よ
り
、
平
23
年
度

決
算
は
「
原
案
の
と
お
り
認

定
す
る
べ
き
も
の
」
と
判
断

さ
れ
ま
し
た
。

※
委
員
会
の
審
査
結
果
に
基
づ

き
、
12
月
開
催
予
定
の
第
４

回
定
例
会
で
審
議
、
採
決
さ

れ
ま
す
。
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平
成
　
年
度
の
事
業
を
総
括 

23

平成23年度 一般会計歳入歳出決算状況 

104億2,4
22万円 

104億2,4
22万円 

平成23年度末　基金（＝町の貯金）と町債（＝町の借入金）残高 

基　　　金 
（＝町の貯金） 

町　　　債 
（＝町の借入金） 

33億3,072万円 

（約42万円／人） 

122億8,975万円 

（約154万円／人） 

平成23年度末 

（町民一人当たりの額） 

25億9,321万円 

(約32万円／人） 

128億8,363万円 

（約158万円／人） 

平成22年度末 

（町民一人当たりの額） 

＋7億3,751万円 

（＋28.44％） 

△5億9,388万円 

（△4.61％） 

対前年度比増減額 

（増減比率） 
会　計　名 

※注1）「基金」の額は、運用基金である
奨学基金を除いた額、「町債」の
額は、一般会計分の額です。  

※注2）町民一人当たりの額は、各年度
の３月末現在の人口をもとに
算出しました。 

　　　⇒平成22年度末人口：8,138人 
　　　　平成23年度末人口：7,995人 

一般会計 

1

1

2

3

4

5

6

7

8

9 10 11 12 13 14 15 16

17～21

歳入総額 
78億2,219万円 

10 11 12 13

国や道から交付されたり割り当てられる 依存財源（78％） 

地方交付税 
41億3,529万円 52.9%

一般会計 

1

2

34

5

6

7

8

9

歳出総額 
77億2,931万円 

1 公債費（借入金返済） 
15億4,288万円 20.0%

3 教育費 
10億4,502万円 13.5%

5 総務費 
6億4,658万円 8.4%

7 衛生費 
５億1,828万円 6.7%

9 消防費 
４億3,017万円 5.6%

11議会費 
6,808万円 0.9%

13労働費 
224万円 0.0%

2 職員給与費 
12億3,123万円 15.9％ 

4 民生費 
9億3,744万円 12.1%

6 土木費 
６億3,580万円 8.2%

8 農林水産業費 
４億3,475万円 5.6%

10商工費 
２億716万円 2.7%

12災害復旧費 
2,968万円 0.4%

町が自主的に収入できる 自主財源（22％） 

2 町税 
10億736万円 12.9%

7 使用料及び手数料 
2億469万円 

8 諸収入 
1億3,280万円 1.7%

9 分担金及び負担金 
1億2,086万円 

10 繰越金 
1億2,018万円 1.5%

12 財産収入 
6,976万円 

13 繰入金 
6,376万円 0.8%

1.5%

0.9%

0.1%
16 寄附金 

1,112万円 

2.6%

3 町債（借入金） 
7億4,381万円 9.5%

4 国庫支出金 
5億9,038万円 7.6%

5 道支出金 
2億4,767万円 3.2%

6 地方譲与税 
2億2,639万円 2.9%

11地方消費税交付金 
8,084万円 1.0%

14自動車取得税交付金 
3,499万円 0.5%

15地方特例交付金 
2,171万円 0.3%

 
 

0.1% 

17～21 ■ゴルフ場利用税交付金 464万円 
■利子割交付金 286万円 
■交通安全対策特別交付金 187万円 
■配当割交付金 96万円 
■株式等譲渡所得割交付金 25万円 

103億457
万円 

103億457
万円 
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あ
っ
た
か
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り 

ふ
れ
あ
い
協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

「大空町総合計画」の基本目標に照らし
合わせ、主な事業を紹介します。 

◆
障
が
い
者
福
祉
増
進
の
た
め
に 

　〈
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
〉 

 

１
億
２，
９
２
６
万
円 

　〈
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
〉 

 

１
億
３，
３
６
４
万
円 

◆
高
齢
の
方
な
ど
交
通
手
段
確
保
の
取
り
組
み 

　〈
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
〉 

４
０
３
万
円 

◆
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を 

　〈
見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業
〉 

４
５
５
万
円 

◆
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
を
社
会
全
体
で
応
援 

　〈
子
ど
も
手
当
の
支
給
〉 

１
億
４，
１
６
６
万
円 

◆
子
育
て
環
境
の
充
実 

　〈
保
育
園
の
管
理
運
営
〉 

４，
４
１
７
万
円 

　〈
放
課
後
児
童
対
策
の
実
施
〉 

２，
３
４
８
万
円 

◆
情
報
を
共
有
し
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ 

　〈
広
報
誌
の
発
行
や
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
の
実
施
な
ど
〉 

 

１，
４
８
３
万
円 

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
た
め
に 

　〈
自
治
会
の
活
動
支
援
、補
助
〉 

１，
４
９
９
万
円 

◆
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
や
、優
れ
た
人
材
育
成
な

ど
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
へ
の
支
援 

　〈「
元
気
づ
く
り
応
援
事
業
」補
助
〉 

１
４
９
万
円 

◆
地
域
医
療
体
制
充
実
の
た
め
に 

　〈
女
満
別
中
央
病
院
へ
の
補
助
〉 

４，
１
２
２
万
円 

　〈
東
藻
琴
国
保
診
療
所
の
運
営
〉 

１，
４
８
２
万
円 

◆
町
民
の
健
康
維
持
、増
進
の
た
め
に 

　〈
疾
病
等
の
予
防
対
策
〉 

１，
７
４
０
万
円 

　〈
健
康
相
談
、健
診
等
の
実
施
〉 

８
９
７
万
円 

　〈
妊
婦
健
診
等
の
実
施
〉 
６
７
５
万
円 

◆
常
時
の
介
護
や
日
常
支
援
が
必
要
な
方
へ 

　〈
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
給
付
等
〉 

 

５
億
８，
１
９
８
万
円 

　大空町の障がい者福祉の拠点施設ともいうべき「障がい者
福祉センターちあふる」が整備されました。 
　平成24年４月から供用開始となっています。 

　町に納めていただく「個人町民税」の１％相当額を「自治会活動支援
交付金」として交付し、地域コミュニティである自治会の自主的活動
を支援し、自治会活動の活性化につなげる取り組みが開始されました。 

どんなことに 
取り組んだの？ 
どんなことに 
取り組んだの？ 

Pick Up!!
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は
つ
ら
つ
産
業
の
ま
ち
づ
く
り 

さ
わ
や
か
生
活
の
ま
ち
づ
く
り 

の
び
や
か
文
化
の
ま
ち
づ
く
り 

◆
地
域
経
済
活
性
化
等
へ
の
対
応 

　〈
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
助
成
〉 

 

２，
５
４
３
万
円 

　〈
地
域
共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
導
入
支
援
〉 

 

５
６
６
万
円 

　〈
商
工
会
へ
の
補
助
〉 

１，
９
２
１
万
円 

◆
観
光
資
源
の
充
実
の
た
め
に 

　〈
芝
桜
公
園
施
設
の
整
備
〉 
７，
７
９
１
万
円 

◆
基
幹
産
業
で
あ
る「
農
業
」の
環
境
整
備 

　〈
北
海
道
主
体
の
基
盤
整
備
事
業
負
担
金
等
〉 

 

１
億
６，
１
０
２
万
円 

◆
森
林
環
境
整
備
の
た
め
に 

　〈
民
有
林
造
林
経
費
等
の
一
部
補
助
〉 

 

２，
８
３
１
万
円 

◆
生
活
環
境
を
衛
生
的
に 

　〈
ご
み
の
収
集
運
搬
、処
理
〉 １
億
６，
５
６
５
万
円 

　〈
し
尿
処
理
〉 

５，
６
３
１
万
円 

　〈
資
源
物
の
収
集
運
搬
、処
理
〉 

２，
６
４
２
万
円 

◆
安
心
、安
心
な
道
路
環
境
へ 

　〈
町
道
維
持
補
修
、整
備
等
費
用
〉 

 

２
億
６，
９
５
５
万
円 

◆
教
育
環
境
整
備
の
た
め 

　〈
女
満
別
小
学
校
体
育
館
建
設
等
〉 

 

３
億
８，
６
０
９
万
円 

　〈
町
独
自
に
補
助
教
職
員
を
配
置
〉 

７
５
６
万
円 

◆
町
内
高
校
の
生
徒
確
保
対
策 

　〈
高
校
制
服
購
入
費
用
の
補
助
〉 

２
７
８
万
円 

◆
遠
距
離
か
ら
の
通
園
児
童
、通
学
生
徒
対
策 

　〈
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
〉 

７，
２
１
０
万
円 

◆
図
書
活
動
の
環
境
充
実
の
た
め
に 

　〈
移
動
図
書
館
車
の
更
新
〉 

１，
３
５
７
万
円 

◆
給
食
を
家
庭
の
食
事
形
態
に
近
づ
け
る 

　〈「
強
化
磁
器
食
器
」へ
の
切
り
か
え
〉 

 
 

１，
４
９
４
万
円 

　地域共通ポイントカード「そらっきーカード」
の運用が始まりました。 

　「女満別小学校改築事業」として、新校舎に引き続き
平成23年度は体育館が整備されました。 

どんなことに 
取り組んだの？ 

9 大空町議会だより　第26号（平成24年11月）
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財
政
健
全
化
法
（
※
１
）

の
規
定
に
よ
り
、
平
成
23
年

度
決
算
に
基
づ
く
比
率
が
監

査
委
員
の
審
査
に
付
さ
れ
ま

し
た
。

審
査
を
実
施
し
た
監
査
委

員
か
ら
議
会
に
対
し
、「
算

定
基
礎
数
値
は
適
当
で
あ
り
、

比
率
も
健
全
化
判
断
基
準
・

経
営
健
全
化
基
準
を
そ
れ
ぞ

れ
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

特
に
指
摘
す
る
べ
き
事
項
は

な
い
。」
と
、
９
月
に
開
催

さ
れ
た
定
例
会
で
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

10
月
24
日
の
決
算
審
査
特

別
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年

度
決
算
に
基
づ
く
「
健
全
化

判
断
比
率
」
と
「
資
金
不
足

比
率
」
も
含
め
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

【※１～６の解説】 

※１　財政健全化法：「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の略称。 
　　毎年度「健全化判断比率」「資金不足比率」を算出して財政状況をチェッ
クし、早期健全化基準、財政再生基準、一定の資金不足比率を超える地方
自治体に財政健全化計画等の策定、実施を義務づけ、財政再建を早期に図
るため制定されました。 

 
※２　実質赤字比率：町が一定して収入できると想定される「標準財政規模」
に対し、一般会計の赤字額がどれだけあったか示す比率です。本町では、
収入額が支出額を上回り黒字だったため、該当ありません。 

 
※３　連結実質赤字比率：町の全会計で赤字がどれだけあったか示す比率です。
本町では、収入額が支出額を上回り黒字だったため、該当ありません。 

 
※４　実質公債費比率：借金返済に充てたお金が標準財政規模に対してどれだ
けあったか示す比率です。平成22年度決算に基づく比率は17.9%、平成
23年度決算に基づく比率は16.2%と減少していますが、本町の水準は全
道平均（平成23年度決算で11.7%）に比べ高い位置にあります。 

 
※５　将来負担比率：借金返済額など、今後見込まれる支出額が標準財政規模
に対してどれだけあったか示す比率です。平成22年度決算に基づく比率
は64.4%、平成23年度決算に基づく比率は44.7%と、実質公債費比率同
様に改善傾向にありますが、今後も将来を見越した計画的財政運営が望ま
れます。 

 
※６　資金不足比率：町が運営する事業会計に赤字がどれだけあったか示す比
率です。本町では、簡易水道、下水道、個別排水処理の３事業会計が算定
対象事業になりますが、各会計ともに収入額が支出額より多く黒字のため、
該当ありません。 

■健全化判断比率の状況 

①平成23年度決算 
②平成22年度決算 

①－② 
早 期 健 全 化 基 準  

赤字なし 
赤字なし 
― 

14.77%

実　　質 
赤字比率 (※2)

連結実質 
赤字比率 (※3)

実質公債費 
比　　率 (※4)

将　　来 
負担比率 (※5)

赤字なし 
赤字なし 
― 

19.77%

16.2% 
17.9% 

△1.7ポイント 
25.0%

  44.7% 
  64.4% 

△19.7ポイント 
350.0%

※上記４指標のうち、いずれか一つでも基準を上回ると「財政健全化計画」を策定する必要が 
　あります。 

■資金不足比率(※6)の状況 

簡 易 水 道 事 業  
下 水 道 事 業  
個別排水処理事業  

該当する特別会計名称 

 
不足なし 

平成23年度 
① 

 
不足なし 

平成22年度 
② 

 
― 

①－② 

 
20.0%

経　　　営 
健全化基準 

※経営健全化基準を上回る場合、「経営健全化計画」を策定する必要があります。 

特
別
委
員
会
質
疑 
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　審査対象の平成23年度各会計歳入歳出決算関連資料は、いずれも適正に作成され、数値等
を証書類と照合した結果、誤りがないものと認められた。 
　一般会計の財政構造を見ると、財政の硬直化を示す「経常収支比率」は依然高い割合であり、
「財政力指数」は年々減少しているが、ほぼ横ばい状態である。 
　実質公債費比率、将来負担比率は前年度に比較すると減少しており、計画的な行政運営の
推進による成果は見られるが、これらの数値は地方交付税の額が大きく影響すると見込まれ、
将来を見据えた長期的、計画的な財政運営が望まれる。 
　町税収入は、平成22年度に比較すると収納率は改善されたが未収金額は増加しており、「財
源確保と負担の公平性」の観点から、固定化する滞納者への法的対策など未収金の圧縮が必要。 
　税の滞納と同時に公共料金の滞納事例も見受けられ、関係各課と連携した徴収強化、悪質
な滞納者に対する法的手段を含めた厳正な対応など、滞納金額の解消が望まれる。有効な徴
収手段がない場合は、不納欠損処分の検討も必要。 
　長期的な視野に立った健全な財政運営が必要で、より一層効率的、効果的な経費負担を図
るとともに、町民ニーズを的確に把握し、行政の効率化に努め、計画的な事業推進による健全
な財政運営の維持が必要である。 

特
別
委
員
会
質
疑 

特
別
委
員
会
質
疑 
決
算
審
査 

監
査
委
員
の「
決
算
審
査
意
見
書
」の
内
容（
概
要
左
記
の

と
お
り
。）を
含
め
、決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
か
ら
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

及
び
両
地
区
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
、
本
委
員
会
の
会
議

録
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

監査委員審査意見 
町民ニーズの的確な把握、行政の効率化と 
　　計画的事業推進により健全な財政運営を 

【
国
営
福
栄
地
区
畜
産
基
地
事

業
分
担
金
（
24
万
円
）】

離
農
畜
産
農

家
分
未
納
額
５，

５
０
０

万
円
の
完
済
に
は
、
毎
年

24
万
円
納
入
で
は
相
当
時

間
が
必
要
。
離
農
時
点
で

整
理
の
仕
方
を
工
夫
す
る

べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

離
農
者

の
畜
舎
等
を
別
の
方
に
売

り
払
っ
た
が
、
全
額
返
済

に
至
ら
な
か
っ
た
。
現
段

階
で
は
、
毎
年
24
万
円
を

納
入
い
た
だ
く
考
え
で
し

か
な
い
。

【
育
苗
ハ
ウ
ス
の
売
り
払
い

（
11
万
円
）】

使
用
目
的
が

な
い
か
ら
売
っ
た
の
だ
ろ

う
が
、
移
設
し
て
別
の
用

途
に
使
う
な
ど
で
き
な
か

っ
た
の
か
。

ほ
か
の
活
用

方
法
が
な
く
、
解
体
費
用

も
高
額
。
二
度
目
の
募
集

で
何
と
か
売
れ
た
と
い
う

経
緯
を
理
解
願
う
。

【
保
育
所
保
育
料
（
９
５
０

万
円
）
と
幼
稚
園
保
育
料

（
９
７
３
万
円
）】滞

納
が
あ
っ

た
場
合
、
所
得
等
を
考
慮

し
た
減
免
措
置
は
あ
る
の

か
。

要
保
護

世
帯
へ
の
減
免
規
定
が
あ

る
。
所
得
減
少
に
よ
る
減

免
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、

基
準
に
基
づ
く
額
を
助
成

す
る
。

【
高
齢
者
除
雪
サ
ー
ビ
ス

（
56
万
円
）】

高
齢
者
と
、

い
ち
業
者
と
の
契
約
に
よ

る
除
雪
も
補
助
対
象
に
し

た
が
、
利
用
が
少
な
か
っ

た
。
事
前
に
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
べ
き
だ
っ
た
の
で

は
。

冬
期
間
の
業

者
側
の
雇
用
問
題
も
あ
り
、

な
か
な
か
進
展
し
て
い
な

い
。
こ
と
し
も
制
度
を
Ｐ

Ｒ
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

【
高
齢
者
等
の
見
守
り
対
策

（
４
５
５
万
円
）】取

り
組
み
の

中
で
、
介
護
認
定
申
請
が

必
要
な
状
況
が
判
断
で
き

る
よ
う
な
形
を
望
む
。
目

的
を
も
っ
て
事
業
展
開
し

て
ほ
し
い
。

訪
問
側
で
介

護
の
必
要
性
な
ど
が
感
じ

ら
れ
た
場
合
、
保
健
師
や

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
連

絡
対
応
を
行
い
、
事
業
を

進
め
て
い
る
。

【
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

（
４
０
３
万
円
）】年

度
内
に
使

い
切
ら
な
い
方
も
い
る
。

お
年
寄
り
の
足
の
確
保
の

た
め
、
交
付
の
際
に
利
用

期
限
を
し
っ
か
り
伝
え
て

ほ
し
い
。

交
付
の
際
に

利
用
期
限
を
伝
え
て
い
る

が
、
加
え
て
何
か
の
機
会

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

歳入 

一
般
会
計 

一
般
会
計 

歳出 

一
般
会
計 

一
般
会
計 

産
業
建
設
課
長

総
務
課
長

小
島
委
員

小
島
委
員

福
祉
課
長

品
田
委
員

松
田
委
員

生
涯
学
習
課
長

品
田
委
員

福
祉
課
長

中
堀
委
員

福
祉
課
長

安心して暮らせる環境を



【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支

援
（
１，

７
８
８
万
円
）】

自
治
会
活
動

の
先
進
的
な
取
り
組
み
事

例
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
か
。

自
治
会
の
全

員
が
集
ま
っ
て
交
流
を
深

め
る
取
り
組
み
が
あ
る
。

全
体
で
の
取
り
組
み
が
で

き
れ
ば
、
集
ま
り
や
す
い

の
で
は
。
具
体
的
事
例
な

ど
周
知
し
て
い
き
た
い
。

【
生
ご
み
処
理
施
設
利
用
負

担
金
（
５
５
１
万
円
）】

負
担
金
額
の

算
出
根
拠
は
。本

町
と
津
別

町
と
の
負
担
割
合

:

施

設
維
持
管
理
経
費
の
半
額

を
人
口
割
、
残
り
半
額
を

生
ご
み
投
入
実
績
割
で
積

算
し
て
い
る
。

施
設
建
設
費
用
は
、
両

町
負
担
分
を
定
額
で
定
め

て
い
る
。

【
次
年
度
へ
繰
り
越
し
た
１，

６
２
５
万
円
（
農
業
者
へ
の

施
設
整
備
事
業
補
助
）】

翌
年
度
へ
繰

り
越
す
こ
と
に
な
っ
た
理

由
は
。

農
業
者
実
施

の
野
菜
集
出
荷
施
設
整
備

に
対
す
る
補
助
で
、
国
の

４
次
補
正
に
基
づ
く
も
の
。

年
度
内
に
完
成
し
な
い
た

め
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

こ
と
に
な
っ
た
。

【
住
吉
町
営
牧
野
の
維
持
管

理
費
用
（
９
６
１
万
円
）】

牧
野
に
未
利

用
地
が
あ
る
の
な
ら
、
そ

こ
を
有
効
活
用
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。

業
課
長
　
　
現
在
町
営
牧

野
で
預
か
っ
て
い
る
の
は
、

女
満
別
地
区
の
牛
だ
け
で

あ
る
。

最
大
３
７
０
頭
程
度
受

け
入
れ
可
能
だ
が
、
今
の

ピ
ー
ク
は
約
２
５
０
頭
。

余
裕
が
あ
る
の
で
、
Ｐ
Ｒ

し
な
が
ら
施
設
を
有
効
に

活
用
し
た
い
。

【
図
書
館
の
維
持
管
理
（
５，

９
３
３
万
円
）】

田
委
員
　
　
Ｉ
Ｔ
の
普
及

か
ら
本
離
れ
が
進
み
、
図

書
館
の
利
用
率
低
下
が
危

惧
さ
れ
る
。
図
書
館
等
の

利
用
状
況
は
。

涯
学
習
課
参
事
　
　
利
用

状
況
は
、
お
お
む
ね
横
ば

い
で
推
移
。
学
校
な
ど
へ

図
書
を
配
置
す
る
取
り
組

み
か
ら
子
供
た
ち
に
図
書

へ
の
興
味
を
抱
い
て
も
ら

い
、
読
書
の
機
会
を
ふ
や

し
て
い
き
た
い
。

【
３
丁
目
線
道
路
整
備
事
業

（
歩
道
整
備
・
２，

０
９
８

万
円
）】

せ
っ
か
く
歩

道
を
整
備
し
て
も
、
車
両

の
駐
車
帯
に
な
っ
て
は
意

味
が
な
い
。
パ
ト
ロ
ー
ル

し
な
が
ら
注
意
喚
起
と
い

う
が
、
よ
り
具
体
的
な
対

応
策
を
聞
き
た
い
。

商
店
関
係
の

こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ

と
思
う
。
気
づ
い
た
と
き

に
は
、
商
店
側
へ
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
設
置
や
誘
導
な

ど
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

駐
車
は
な
く
な
り
切
っ
て

い
な
い
。
今
後
も
注
意
喚

起
を
し
て
い
き
た
い
。

【
町
内
高
校
入
学
生
徒
の
制

服
購
入
費
を
助
成
（
２
７
８

万
円
）】

補
助
を
受
け

て
い
な
い
と
い
う
保
護
者

の
話
も
聞
い
た
。
補
助
対

象
は
、
町
内
高
校
の
通
学

生
徒
全
員
な
の
か
。

平
成
23

年
度
に
制
度
を
つ
く
り
、

平
成
24
年
度
入
学
生
か
ら

実
施
。
大
空
町
民
で
あ
る

な
し
に
関
わ
ら
ず
、
本
町

に
あ
る
高
校
へ
入
学
す
る

生
徒
の
制
服
購
入
費
用
を

補
助
し
た
。

【
女
満
別
高
校
の
取
り
組
み

に
助
成
（
３
５
０
万
円
）】

女
満
別
高
校

教
育
振
興
協
議
会
に
助
成

し
て
い
る
が
、
使
途
の
概

略
は
。

①
部
活

動
に
１
９
３
万
円
、
②
高

校
独
自
の
取
り
組
み
「
女

高
タ
イ
ム
」
に
３
３
万
円
、

③
教
育
環
境
整
備
に
６
３

万
円
、
④
広
報
活
動
に
３

６
万
円
、
⑤
進
路
指
導
対

策
に
２
７
万
円
で
あ
る
。

【
女
小
体
育
館
整
備
（
３
億

８，

６
２
３
万
円
）】

工
事
に
携
わ

っ
た
下
請
け
等
町
内
業
者

の
割
合
は
。

建
築
主

体
、
電
気
、
設
備
の
各
工

事
の
合
計
で
、
11
社
が
町

内
業
者
で
あ
る
。

小
島
委
員

小
島
委
員

建
設
課
長

小
島
委
員

松
田
委
員

産
業
課
長

植
田
委
員

住
民
課
長

勝
田
委
員

産
業
課
長

勝
田
委
員

生
涯
学
習
課
参
事

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

小
島
委
員

生
涯
学
習
課
長

齋
藤
委
員

住
民
課
長

図書館は知識の宝庫

自主的な取り組みが町全体の発展に
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比
率
が
下
が
り
、
一
け
た

台
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
町

民
の
幸
せ
を
考
え
る
と
数

字
に
振
り
回
さ
れ
て
い
い

の
だ
ろ
う
か
。
比
率
の
増

減
に
一
喜
一
憂
す
る
の
で

は
な
く
、
あ
る
程
度
の
ス

パ
ン
を
持
ち
、
将
来
を
見

据
え
た
財
政
運
営
に
取
り

組
み
た
い
。

【
主
な
実
施
事
業
の
関
係
】

田
委
員
　
　
芝
桜
公
園
で

雑
草
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

「
ひ
ま
わ
り
作
付
事
業
」

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
今
の
ヒ

マ
ワ
リ
作
付
場
所
で
シ
バ

ザ
ク
ラ
を
管
理
し
、
雑
草

ご
と
抜
き
取
っ
た
シ
バ
ザ

ク
ラ
と
植
え
か
え
る
検
討

が
で
き
な
い
か
。

長
　
　
現
在
東
藻
琴
に
あ

る
二
つ
の
苗
畑
で
、
シ
バ

ザ
ク
ラ
の
苗
確
保
は
十
分

可
能
と
考
え
る
。
ヒ
マ
ワ

リ
以
外
の
作
付
と
い
う
部

分
は
、
機
会
を
捉
え
て
多

数
の
意
見
を
聞
い
て
い
き

た
い
。

田
委
員
　
　
「
主
要
な
施

策
を
説
明
す
る
書
類
」
で
、

事
業
効
果
の
詳
細
を
示
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

長
　
　
町
政
懇
談
会
な
ど
、

機
会
を
捉
え
て
直
接
知
ら

せ
て
い
き
た
い
。

【
今
後
の
方
向
性
な
ど
】

川
委
員
　
　
そ
れ
ぞ
れ
事

業
効
果
が
出
て
い
る
中
、

次
年
度
に
向
け
て
乳
酪
館

の
研
究
開
発
充
実
に
も
配

慮
願
う
。

長
　
　
大
き
な
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
き

た
い
。

島
委
員
　
　
事
業
実
施
後

を
見
据
え
る
力
が
必
要
。

悪
い
財
政
状
況
で
は
な
い

が
楽
観
資
せ
ず
、
政
策
順

位
を
定
め
た
バ
ラ
ン
ス
あ

る
町
政
運
営
に
期
待
す
る

が
、
町
長
の
考
え
は
。

長
　
　
平
成
28
年
度
か
ら

の
計
画
期
間
に
な
る
総
合

計
画
策
定
に
向
け
た
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
次
年

度
以
降
そ
う
い
っ
た
取
り

組
み
を
し
た
い
。

町
財
政
も
大
変
だ
が
、

個
々
の
事
業
者
も
大
変
。

地
域
経
済
を
刺
激
す
る
施

策
も
考
え
て
い
き
た
い
。

【
国
民
健
康
保
険
税
（
３
億

９，

７
６
６
万
円
）】

動
産
や
預
金

の
差
し
押
さ
え
に
よ
る
滞

納
額
へ
の
充
当
や
税
率
の

見
直
し
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

工
夫
さ
れ
て
い
る
が
、
滞

納
者
に
対
し
て
、
よ
り
強

い
態
度
を
と
れ
な
い
か
。

公
平
性
が
問
題
で
あ
る
。

今
後
、
新
た

な
取
り
組
み
を
通
じ
て
町

民
理
解
を
得
つ
つ
、
対
応

し
て
い
き
た
い
。

【
町
設
置
の
合
併
処
理
浄
化

槽
利
用
料
（
１，

０
０
４
万

円
）】

収
入
未
済
額

31
万
円
の
詳
細
は
。

滞
納
者
は
、

実
質
２
人
。
１
人
は
、
こ

と
し
８
月
以
降
に
納
入
さ

れ
、
も
う
１
人
は
高
齢
で

ひ
と
り
暮
ら
し
の
状
況
。

今
後
、
面
談
等
を
行
い
な

が
ら
対
応
し
た
い
。

島
委
員
　
　
電
算
化
さ
れ

た
も
の
が
財
産
台
帳
の
全

て
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

紙
ベ
ー
ス
の
台
帳
も
あ
る

と
説
明
さ
れ
た
。
電
算
と

紙
と
の
二
元
管
理
な
の
か
。

将
来
的
に
整
理
統
合
し
、

一
元
化
す
る
予
定
は
。

務
課
長
　
　
従
来
紙
ベ
ー

ス
管
理
だ
っ
た
も
の
を
電

算
入
力
し
て
き
た
が
、
現

在
の
シ
ス
テ
ム
が
使
い
に

く
い
と
い
う
実
態
も
あ
り
、

別
に
パ
ソ
コ
ン
の
表
集
計

で
整
理
し
、
補
完
し
て
い

る
。今

後
導
入
予
定
で
あ
る

新
た
な
総
合
行
政
シ
ス
テ

ム
の
中
で
整
理
し
、
担
当

間
で
連
携
し
な
が
ら
事
務

処
理
上
の
そ
ご
が
生
じ
な

い
よ
う
に
進
め
た
い
。

島
委
員
　
　
指
定
管
理
の

業
務
内
容
や
補
助
金
の
交

付
を
受
け
た
団
体
の
使
途

な
ど
、
十
分
に
監
査
さ
れ

て
い
る
の
か
。

表
監
査
委
員
　
　
今
後
、

そ
う
い
っ
た
部
分
も
注
視

し
な
が
ら
、
監
査
に
当
た

っ
て
い
き
た
い
。

【
財
政
状
況
を
示
す
指
標
の

関
係
】

田
委
員
　
　
大
空
町
の
実

質
公
債
費
比
率
は
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
管
内
の
町
村
の
中

で
一
番
高
い
。
本
町
の
思

わ
し
く
な
い
財
政
状
況
を

心
配
す
る
町
民
の
声
も
よ

く
聞
く
が
、
今
の
状
態
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

務
課
長
　
　
町
の
広
報
等

で
も
決
算
状
況
を
お
知
ら

せ
し
て
き
て
い
る
が
、
他

の
町
村
に
比
較
す
る
と
、

本
町
の
借
入
金
未
返
済
額

は
多
く
、
そ
こ
を
不
安
視

す
る
町
民
の
方
が
多
い
の

で
は
な
い
か
。

返
済
残
高
は
多
い
が
、

本
町
で
は
返
済
額
の
多
く

が
地
方
交
付
税
と
し
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
「
過
疎

債
」
を
中
心
に
借
り
入
れ

て
お
り
、
そ
の
部
分
の
未

返
済
額
が
多
い
。

地
方
交
付
税
と
し
て
交

付
さ
れ
る
こ
と
を
含
め
て

考
え
れ
ば
、
実
際
の
未
返

済
残
高
よ
り
も
少
な
い
残

高
だ
と
い
え
る
。

実
質
公
債
費
率
も
18
％

（
新
た
な
借
入
に
国
や
道

の
許
可
が
必
要
と
な
る
ラ

イ
ン
）
を
割
り
、
年
々
改

善
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
部
分
を
説
明
し
て
い
け

ば
、
安
心
し
て
も
ら
え
る

の
で
は
な
い
か
。

田
委
員
　
　
実
質
公
債
費

率
の
全
国
市
町
村
平
均
は
、

９．

９
％
で
あ
り
、
本
町

は
そ
れ
よ
り
６．

３
％
ほ

ど
高
い
。

本
町
の
比
率
が
９．

９
％
に
な
る
の
は
何
年
後

な
の
か
。
ま
た
、
全
国
と

の
差
で
あ
る
６．

３
％
は
、

金
額
に
す
る
と
ど
の
程
度

な
の
か
。

務
課
長
　
　
全
国
、
全
道

平
均
と
比
較
し
て
も
、
本

町
の
比
率
は
高
め
。
借
入

と
返
済
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
、
比
率
を
平

均
以
下
に
下
げ
て
い
け
る

よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

長
　
　
事
業
を
何
も
し
な

け
れ
ば
、
激
し
い
勢
い
で

町
長

町
長

勝
田
委
員

植
田
委
員

町
長

町
長

町
長

小
島
委
員

深
川
委
員

勝
田
委
員

総
務
課
長

品
田
委
員

総
務
課
長

品
田
委
員

小
島
委
員

齋
藤
委
員

国
民
健
康
保
険 

事
業
特
別
会
計 

国
民
健
康
保
険 

事
業
特
別
会
計 

歳入 

財
産
に
関
す
る
調
書 

財
産
に
関
す
る
調
書 

個
別
排
水
処
理 

事
業
特
別
会
計 

個
別
排
水
処
理 

事
業
特
別
会
計 

歳入 

総
括
質
疑 

総
括
質
疑 

住
民
課
長

建
設
課
長

代
表
監
査
委
員

小
島
委
員

総
務
課
長

監
査
委
員
の 

決
算
審
査
意
見
書 

監
査
委
員
の 

決
算
審
査
意
見
書 
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さまざまな「健康づくり」を総合的に

女
満
別
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
動

器
具
だ
が
、
町
民
が
使
い

や
す
い
よ
う
に
受
付
を
簡

単
に
で
き
な
い
の
か
。

万
が
一
利
用
者
の
ぐ

あ
い
が
悪
く
な
っ
た
場
合

も
考
え
、
管
理
上
の
必
要

性
か
ら
も
不
便
を
か
け
る

が
、
理
解
願
う
。

施
設
整
備
は
総

合
計
画
の
中
だ
け
で
な
く
、

町
民
の
健
康
を
考
え
て
早

期
に
、
健
康
増
進
機
能
の

集
約
的
施
設
を
整
備
し
て

ほ
し
い
。

既
存
施
設
、
新
規
施

設
の
あ
り
方
な
ど
、
総
合

計
画
に
位
置
づ
け
て
議
論

が
必
要
。
移
行
ま
で
の
間
、

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

最
大
限
努
力
し
た
い
。

留
萌
市
に
は

「
健
康
の
駅
」
と
い
う
施

設
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

年
代
の
方
々
が
集
ま
り
、

ま
る
で
市
民
の
憩
い
の
場

で
あ
っ
た
。

体
力
的
に
も
精
神
的
に

も
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
て
、

少
し
で
も
楽
に
な
れ
る
場

所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
よ

う
な
「
健
康
の
駅
」
に
類

似
し
た
施
設
を
本
町
に
も

つ
く
れ
な
い
か
。

本
町
で
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
町
内
各

施
設
で
分
散
実
施
し
て
い

る
状
況
。

平
成
20
年
度
か
ら
27
年

度
ま
で
の
総
合
計
画
で
は
、

保
健
・
医
療
体
制
充
実
の

主
な
施
策
と
し
て
「
保
健
、

医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

活
動
拠
点
と
な
る
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
を

検
討
す
る
」
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。

町
民
の
健
康
は
、
か
け

が
え
の
な
い
も
の
。
将
来

的
に
は
、
施
設
整
備
に
も

踏
み
込
ん
で
い
き
た
い
。
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イベントなど、さまざまな場面でもポイントが
発行されています

２
０
０
７
年
、

東
京
都
稲
城
市
が
、
全
国

に
先
駆
け
て
有
償
の
「
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
」
を
導
入
し
た
。
65
歳

以
上
の
方
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
し
て
元
気

に
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と

が
最
大
の
目
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
か
ら
「
世
代
ご
と

の
制
度
」
に
は
限
界
が
あ

り
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
が
世
代
間
の
支
え
合

い
の
契
機
に
な
れ
ば
と
考

え
る
。

そ
こ
で
、
①
本
町
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
実
態
、

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ

の
支
援
策
、
③
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
活
動
に
対
す

る
「
そ
ら
っ
き
ー
ポ
イ
ン

ト
」
付
与
の
考
え
、
④
介

護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
へ

の
町
長
の
前
向
き
な
姿
勢

を
聞
き
た
い
。

ま
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
状
況
を
お
知
ら

せ
す
る
（
①
答
）。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
事
務
局
を
担
う
社
会

福
祉
協
議
会
に
、
団
体
活

動
費
と
し
て
15
万
２，

０

０
０
円
を
補
助
し
て
い
る

（
②
答
）。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

対
す
る
そ
ら
っ
き
ー
ポ
イ

ン
ト
の
付
与
は
、
ぜ
ひ
行

い
た
い
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
無
償
で
あ
る
べ
き
と

い
う
考
え
の
方
が
多
数
い

る
こ
と
や
、
活
動
の
確
認

が
不
十
分
だ
と
、
結
果
的

に
不
公
平
に
な
る
と
い
っ

た
意
見
も
あ
り
、
全
て
の

活
動
へ
の
発
行
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
関
係
団
体
の

理
解
を
得
な
が
ら
、
仕
組

み
づ
く
り
を
考
え
た
い

（
③
答
）。

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

「
地
域
支
援
事
業
」
と
い

う
国
の
補
助
事
業
の
対
象

に
な
る
が
、
本
町
で
は
導

入
し
て
い
な
い
。
見
守
り

ネ
ッ
ト
事
業
、
介
護
用
品

支
援
事
業
、
介
護
予
防
地

通
所
事
業
や
高
齢
者
世
話

つ
き
住
宅
の
生
活
援
助
員

派
遣
事
業
な
ど
を
「
地
域

支
援
事
業
」
の
対
象
と
し
、

既
に
補
助
上
限
を
超
え
て

い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
を
充
て
て
い
な

い
こ
と
を
理
解
願
う
（
④

答
）。

活
動
の
確
認
が

と
れ
な
い
と
い
う
問
題
で

は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
の
活
動
を
認
識

し
、
支
援
を
通
し
て
取
り

組
み
を
押
し
上
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

町
と
し
て
、
い
ろ
ん
な

形
で
「
そ
ら
っ
き
ー
ポ
イ

ン
ト
」
を
発
行
し
て
い
る

中
に
あ
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
活
動
に
対
す

る
ポ
イ
ン
ト
発
行
を
除
く

と
い
う
こ
と
が
、
な
ぜ
起

こ
る
の
か
。

一
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
対
象
に
、
既
に

「
そ
ら
っ
き
ー
ポ
イ
ン
ト
」

を
発
行
し
て
い
る
が
、
十

分
な
対
応
に
な
っ
て
い
な

い
と
考
え
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

活
動
に
対
す
る
ポ
イ
ン
ト

付
与
は
、
当
初
か
ら
除
い

て
考
え
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
活
動
に
対
す
る
ポ
イ

ン
ト
付
与
に
も
、
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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本
町
の
観
光
を

考
え
る
上
で
、
女
満
別
空

港
抜
き
で
は
施
策
の
展
開

が
で
き
な
い
と
考
え
る
。

陸
別
町
に
あ
る
「
銀
河

の
森
コ
テ
ー
ジ
村
」
を
訪

れ
、
話
を
聞
く
機
会
が
あ

っ
た
。
道
外
客
の
多
く
は
、

道
東
観
光
に
地
の
利
が
よ

い
た
め
、
帯
広
空
港
や
女

満
別
空
港
で
レ
ン
タ
カ
ー

を
借
り
、
コ
テ
ー
ジ
村
を

利
用
し
な
が
ら
観
光
地
巡

り
や
釣
り
、
乗
馬
を
楽
し

ん
で
い
る
そ
う
で
あ
る
。

滞
在
型
観
光
の
拠
点
施

設
と
な
る
コ
テ
ー
ジ
村
を

本
町
に
も
設
置
す
る
よ
う

な
構
想
を
、
町
長
は
ど
う

考
え
る
か
。

将
来
に
向
け
て
、
そ

う
い
っ
た
コ
テ
ー
ジ
村
と

い
う
発
想
も
、
捨
て
き
れ

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
、
町
内

に
は
民
間
の
宿
泊
施
設
な

ど
が
あ
る
。
本
町
で
は
、

ど
う
い
っ
た
形
態
が
適
合

す
る
の
か
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
戦
略
的
に
煮
詰
め

て
い
か
な
け
れ
ば
、
次
の

と
こ
ろ
に
進
め
な
い
の
で

は
な
い
か
。

本
町
の
状
況
か
ら
、
十

分
検
証
を
加
え
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

メ
ル
ヘ
ン
公
園

の
「
新
規
就
農
者
技
術
習

得
管
理
施
設
」
は
、
お
試

し
居
住
に
も
使
わ
れ
て
い

る
。
就
農
支
援
と
別
に
し

た
観
光
拠
点
施
設
を
設
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

農
業
体
験
を
１
回
経
験

し
て
も
ら
う
と
い
う
条
件

も
あ
る
が
、
利
用
者
が
求

め
る
の
は
、
間
違
い
な
く

滞
在
型
観
光
で
あ
る
。

地
の
利
を
最
大
限
生
か

せ
る
事
業
展
開
を
し
て
は

ど
う
か
。

コ
テ
ー
ジ
村
と
い
う

発
想
も
必
要
な
こ
と
。

今
あ
る
環
境
と
差
別
化

し
な
が
ら
、
コ
テ
ー
ジ
の

あ
り
方
を
議
論
し
て
い
け

る
よ
う
に
し
た
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
を
考
え
な
い
と
、
評

価
さ
れ
な
い
。
昨
今
の
観

光
客
事
情
か
ら
時
代
を
に

ら
み
、
向
上
の
精
神
で
地

域
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。



OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

産 業 建 設 常 任 委 員 会 

総 務 文 教 厚 生 常 任 委 員 会 

開催回数 主な審議項目 説　　明　　概　　要　　等 
過去の開催状況と今後の予定等の報告 
 
都市公園等の平成25年度以降の管理方針等説明 
 
 
・平成24年度で指定管理期間満了となるため、更新 
・管理等に当たっての課題、改善するべき点の説明 
 
平成25年度から予定していた指定管理を先延ばしする 
 
 
従来法律で規定していた内容のうち、条例で 
定めることとされた項目を整理 
 
利用者数等の推移の報告 
 
 

地域振興施設運営検討委員会活動状況 
 
都市公園等への指定管理導入 
 
上記のほか、藻琴山の山小屋整備、東藻琴上東地区農道保全対策事業概要等、全６件の内容審議 
 
町の道路、橋、河川の指定管理 
 
 
都市公園等への指定管理導入 
 
上記のほか、乳酪館、芝桜公園の指定管理更新など、全７件の内容を審議 
 
地域主権一括法に基づく条例制定 
 
 
朝日ヶ丘公園パークゴルフ場利用状況 
 
上記のほか、除雪計画の説明など、全24件の内容を審議 

平成24年度 
第６回 

〔Ｈ24.9.5開催〕 

平成24年度 
第７回 

〔Ｈ24.10.10開催〕 

平成24年度 
第８回 

〔Ｈ24.11.8開催〕 

平成24年度 
第７回 

〔Ｈ24.8.29開催〕 

●第７回委員会終了後、「町内の教育環境充実に向けて」をテーマに、教育委員会委員等との意見交換会を実施。 

平成24年度 
第８回 

〔Ｈ24.9.3開催〕 

平成24年度 
第９回 

〔Ｈ24.9.19開催〕 

平成24年度 
第10回 

〔Ｈ24.10.9開催〕 

平成24年度 
第11回 

〔Ｈ24.11.12開催〕 

開催回数 主な審議項目 説　　明　　概　　要　　等 

熊本県氷川町との「災害時相互応援協定」締結報告 
 
女満別高校の現状から、今後に向けた対策として
寄宿舎建設事業に取り組む 
 
 
生ワクチンから不活化ワクチンの接種へ移行 
 
開設時間拡大（試行）後の利用状況等の報告 
 
豊住小学校の跡地利用の検討経過と今後の予定 
 
 
・制度導入での改善点と新たな課題の説明 
・更新後の指定管理期間の説明 
 
調査設計委託入札状況、今後の管理方法等の説明 
 
 
滞納対策のインターネット公売実施方法等を明文化 
 
水道、電気の検針等、関係機関との締結を検討 
 
 
寄宿舎建設工事の入札予定等 
 
小学生の外来医療費まで助成範囲を拡大 
 
 
従来法律で規定していた内容のうち、条例で 
定めることとされた項目を整理 

災害時相互応援協定の内容等 
 
町内高校生徒確保対策「寄宿舎建設事業」
の内容等 
 
 
不活化ポリオワクチン接種の開始 
 
児童センター開設時間拡大の経過 
 
豊住小学校の跡地利用 
 
上記のほか、寄宿舎建設事業、国保税率改正後の問い合わせ状況など、全10件の内容を審議 
 
研修会館、図書館、海洋センターの指定
管理期間更新等 
 
女満別高等学校生徒寄宿舎の管理運営 
 
上記のほか、陳情の取扱い検討を含む全３件の内容を審議  
インターネット公売実施要綱制定 
 
見守りネット事業の協力協定 
 
上記のほか、節電の取組結果、教育関係施設指定管理更新など、全８件の内容を審議  
女満別高校寄宿舎整備関係 
 
乳幼児医療費等助成条例などの見直し 
 
地域主権一括法に基づく条例制定 
 
 
上記のほか、乗合タクシー試験運行、戸籍ＯＡ化事業進捗状況など、全26件の内容を審議 

　総務文教厚生、産業建設の２常任委員会では、議会閉会中も委員会が所管
する項目などの調査を随時行っており、主な審議項目等をお知らせします。 

常任委員会の活動状況 
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【そのほかの調査項目と主な委員会意見】 
調査項目 委員会意見 

　７月11日に総務文教厚生、
12日に産業建設の両常任委員
会が実施した「所管事務調査」
について、実施後に両委員会
内で調査後の意見等をまとめ
て報告書を作成し、議長を通
じて町長等に提出しました。 
　報告書としてまとめた主な
内容をお知らせします。 

委員会意見 

①
豊
住
小
跡
地
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
周
知
や
、

検
討
経
過
を
説
明
す
る
機
会
が
必
要
。 

 

②
園
周
辺
の
環
境
管
理
対
策
が
必
要
。 

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会 

委員会意見 委員会意見 

　
自
治
会
に
あ
る
福
祉
部
会
の
ほ
か
、
地
域
担
当
者

制
度
や
地
域
に
住
む
町
職
員
に
よ
る
様
子
見
な
ど
で

情
報
共
有
す
る
こ
と
も
必
要
。 

 

所管事務調査報告 所管事務調査報告 所管事務調査報告 
総務文教厚生常任委員会（７月11日実施） 
産業建設常任委員会（７月12日実施） 

調査項目 

女
満
別
幼
稚
園
の
教
育
活
動 

（
現
地
視
察
） 

調査項目 

網
走
市
と
の
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
に 

関
す
る
公
共
施
設
の
相
互
利
用
促
進
状
況 

調査項目 

孤
立
死
対
策
と 

見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業
と
の
関
係 

地域間交通システムの今後の対応 
 
  
高齢者就労センターの状況  

・レンタカー会社のデータを参考に、旅行者の動きが把握できるのではないか。 
・交付金充当だけでは予算が足りないのなら、町独自の予算確保も必要では。 
・地域公共交通利用者アンケートでは、意向を的確に把握する工夫が必要。  
・社会福祉協議会事務所に高齢者就労センター事務局がある現状を両団体とも良
としていることを確認し、現場の意向を尊重する。 
・社会福祉協議会と高齢者就労センター相互の機能を拡充する将来構想が必要で
はないか。 

①
施
設
の
相
互
利
用
を
町
民
に
十
分
知
ら
せ
る
必
要

が
あ
る
。 

 

②
指
定
管
理
施
設
へ
情
報
を
的
確
に
伝
え
、
施
設
利

用
者
へ
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
。 
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Ｑ
　
施
設
相
互
利
用
の
具
体

的
開
始
時
期
は
、
い
つ
ご

ろ
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
平
成
25
年
４
月
の
開
始

を
目
指
し
、
さ
ら
に
利
用

可
能
な
施
設
を
調
査
し
た

い
。

Ｑ
　
住
民
と
住
民
以
外
の
料

金
区
分
を
ど
う
整
理
す
る

の
か
。

Ａ
　
本
町
は
、
町
外
利
用
者

か
ら
割
増
料
金
を
徴
収
す

る
部
分
が
多
い
。

ま
ず
、
女
満
別
、
東
藻

琴
両
地
区
の
料
金
統
一
を

進
め
る
。

ＱＡ

ＱＡ

Ｑ
　
各
自
治
会
に
あ
る
福
祉

部
会
と
の
関
係
を
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

Ａ
　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

自
治
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ
　
公
営
住
宅
に
入
居
す
る

自
治
会
未
加
入
者
は
、
見

守
り
の
対
象
な
の
か
。

Ａ
　
自
治
会
で
交
流
が
あ
れ

ば
把
握
で
き
る
が
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
る
。

ＱＡ

ＱＡ

Ｑ
　
現
場
と
し
て
、
施
設
の

将
来
的
構
想
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
幼
稚
園
施
設
の
古
さ
は

認
識
し
て
い
る
が
、
小
学

校
統
合
に
よ
り
豊
住
小
跡

地
を
ど
う
す
る
か
で
考
え

方
が
変
わ
る
。

Ｑ
　
給
食
実
施
に
対
す
る
保

護
者
の
考
え
方
は
。

Ａ
　
弁
当
と
給
食
、
希
望
は

半
々
で
あ
る
。

現
在
の
職
員
数
の
関
係

上
、
毎
日
給
食
を
提
供
す

る
こ
と
は
厳
し
い
状
況
。

ＱＡ

ＱＡ

女満別幼稚園の取り組みを調査



産
業
建
設
常
任
委
員
会 

委員会意見等 

①
朝
日
ヶ
丘
公
園
の
指
定
管
理
範
囲
と
、
団
体
へ
の

行
政
財
産
使
用
許
可
範
囲
を
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
る
。 

 

②
女
満
別
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
解
散
が
利
用
率
低

下
に
影
響
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
の
観
点

か
ら
教
育
委
員
会
と
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
の

か
、
説
明
を
求
め
る
。 

 

③
い
た
ん
だ
芝
の
改
善
策
の
検
討
が
必
要
。 

 

④
議
会
で
は
、
朝
日
ヶ
丘
公
園
の
指
定
管
理
に
つ
い

て
「
討
論
」
が
行
わ
れ
、
本
委
員
会
の
委
員
長
が

賛
成
討
論
を
し
た
。
そ
の
こ
と
を
認
識
し
、
所
管

課
か
ら
指
定
管
理
者
に
対
す
る
適
正
な
指
導
を
要

請
す
る
。 

委員会意見 

①
当
面
の
安
全
対
策
の
検
討
が
必
要
。 

 

②
離
農
跡
地
の
検
討
も
必
要
。
町
と
し
て
、
総
合
的

な
対
策
を
検
討
す
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。 

 

③
他
自
治
体
等
の
先
進
事
例
を
研
究
し
、本
町
で
の
対

応
策
に
関
す
る
制
度
設
計
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

【そのほかの調査項目と主な委員会意見】 
調査項目 委員会意見 

所管事務調査報告 所管事務調査報告 

調査項目 

朝
日
ヶ
丘
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の 

管
理
運
営（
現
地
視
察
） 

調査項目 

町
内
の
空
き
家
等
の
状
況 

（
現
地
視
察
） 

女満別湖畔観光案内所 
（現地調査） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
湿生植物区域木道整備 

（現地調査） 

・財産上の位置づけ、どこの所有な
のか説明を求める。 
・女満別湖畔公園条例の施行により、
シジミ採りの袋販売をどう整理し
たのか説明を求める。 
・観光案内所で町民が撮影した写真
の展示を検討願う。 
・展示施設としての設置目的があり、
自然科学に関する学術的展示が必
要という経緯があったことを確認し、
対応願う。 
 
・整備工事に当たっては、環境に負
荷のない工法で対応願う。 
・総体的な安全対策の検討が必要。 
・木道撤去工法決定後、速やかな報
告を求める。 
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Ｑ
　
指
定
管
理
の
範
囲
と
、

行
政
財
産
使
用
許
可
範
囲

と
の
関
係
は
。

Ａ
　
指
定
管
理
区
域
に
立
地

す
る
朝
日
ヶ
丘
公
園
管
理

棟
の
一
部
分
を
、
団
体
か

ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
町

が
直
接
使
用
許
可
を
出
し

て
い
る
。

指
定
管
理
エ
リ
ア
だ
か

ら
、
行
政
財
産
の
使
用
許

可
を
出
せ
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。

Ｑ
　
指
定
管
理
区
域
で
の
自

動
販
売
機
設
置
に
関
す
る

対
応
は
。

Ａ
　
指
定
管
理
区
域
で
の
行

政
財
産
使
用
に
関
し
て
、

全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
、
総
務
省
の

Ｑ
＆
Ａ
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
問
題
が
生
じ
な
い
よ

う
に
進
め
た
い
。

ＱＡ

ＱＡ

Ｑ
　
（
視
察
対
象
の
空
き
家

は
）
空
き
家
と
い
う
よ
り

も
、
廃
屋
に
近
い
と
感
じ

る
が
、
そ
の
対
応
は
。

Ａ
　
居
住
で
き
る
状
態
の
空

き
家
で
あ
れ
ば
、
移
住
定

住
対
策
に
つ
な
げ
ら
れ
る

が
、
廃
屋
で
あ
れ
ば
そ
の

対
応
も
難
し
い
。
何
ら
か

の
対
策
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ
　
家
屋
の
耐
久
性
や
、
シ

ャ
ッ
タ
ー
な
ど
も
あ
り
、

そ
の
安
全
対
策
は
ど
う
な

る
の
か
。

Ａ
　
築
後
62
年
を
経
過
し
た

家
屋
で
あ
り
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。

小
学
校
の
通
学
路
に
面

し
て
い
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
が

危
険
と
判
断
し
、
地
域
の

方
と
町
担
当
と
で
協
力
し
、

直
し
た
経
緯
も
あ
る
。

ＱＡ

ＱＡ

Ｑ
　
ほ
か
の
空
き
家
や
廃
屋

な
ど
と
は
異
な
り
、
危
険

を
伴
っ
て
い
る
。
町
民
の

要
請
に
基
づ
い
て
対
策
を

考
え
ら
れ
な
い
か
。

Ａ
　
以
前
、
ト
タ
ン
の
飛
散

防
止
対
策
を
、
自
治
会
か

ら
の
要
請
に
基
づ
き
行
っ

た
。
市
街
地
区
に
あ
り
、

道
道
に
も
面
し
て
い
る
た

め
危
険
。
防
犯
上
の
問
題

も
あ
る
。
行
政
と
し
て
の

制
度
設
計
と
対
応
が
必
要

と
考
え
る
。

Ｑ

Ａ

朝日ヶ丘公園管理棟を視察
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幌
加
内
町
立
幌
加
内
高
等

学
校
で
は
、
平
成
６
年
に
町

の
「
そ
ば
祭
り
」
に
参
加
後
、

特
産
品
で
あ
る
ソ
バ
の
学
習

を
取
り
入
れ
、
地
域
に
根
差

し
た
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
９
年
に
は
「
そ
ば
道

場
」
を
整
備
し
、
平
成
16
年

か
ら
、
そ
ば
道
場
を
会
場
に

「
そ
ば
打
ち
段
位
認
定
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
生
徒
数
は
68
人
、

幌
加
内
町
出
身
者
は
在
籍
し

て
い
な
い
状
況
で
す
。
町
外

出
身
者
は
、
全
員
が
寮
生
活

で
、
所
用
経
費
は
全
体
的
に

安
価
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
密
着
型
の
教
育
活
動

を
展
開
す
る
同
校
で
は
、
全

校
生
徒
に
よ
る
農
家
実
習
、

地
域
活
動
へ
の
積
極
的
参
加

を
進
め
て
お
り
、
地
域
住
民

の
理
解
も
深
ま
っ
て
い
る
と

小
平
町
で
は
、
高
齢
者
の

日
常
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
と

し
て
、
公
用
車
で
の
無
料
送

迎
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

「
社
会
と
の
つ
な
が
り
、

健
康
な
生
活
を
支
え
る
た
め
、

外
出
機
会
を
ふ
や
す
」
こ
と

を
目
的
に
、
近
く
に
親
類
が

な
く
、
不
便
を
感
じ
て
い
る

75
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
７
月
か
ら
事
業

に
取
り
組
み
、
利
用
者
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
使
い

勝
手
の
よ
い
制
度
を
目
指
し

て
お
り
、
利
用
料
は
平
成
24
、

25
年
が
試
行
期
間
で
無
料
、

26
年
以
降
は
「
地
域
公
共
検

討
会
議
」
で
の
検
討
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

町
長
み
ず
か
ら
地
域
に
出

向
き
、
引
き
こ
も
り
予
防
対

策
と
し
て
事
業
周
知
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

試
行
段
階
と
し
て
町
民
生

活
の
実
態
把
握
、
相
談
対
応

し
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て

幌加内高校視察の様子（そば道場にて）

の
こ
と
で
し
た
。

入
寮
す
る
生
徒
に
は
、
転

入
の
届
け
出
を
し
て
も
ら
い
、

地
域
に
溶
け
込
む
意
識
づ
け

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
募
集
は
学
校
と
教
育

委
員
会
が
連
携
し
て
実
施
し
、

地
域
の
教
育
力
を
生
か
し
た

教
育
活
動
展
開
の
た
め
、
学

校
案
内
な
ど
事
前
説
明
を
十

分
行
い
、
目
的
意
識
を
持
つ

生
徒
の
入
学
に
力
を
入
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
教
育
課

程
に
学
校
設
定
科
目
「
そ
ば
」

を
設
け
、
よ
り
一
層
特
色
あ

る
学
校
経
営
を
目
指
そ
う
と

い
う
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
実
践
活
動
を
展
開

す
る
学
校
経
営
が
な
さ
れ
て

お
り
、
本
町
の
高
等
学
校
の

あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
上
で
、

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

本
町
に
は
、
道
立
女
満
別

高
校
と
町
立
東
藻
琴
高
校
と

い
う
二
つ
の
高
校
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
と
伝

統
が
あ
り
、
地
域
の
教
育
環

境
を
支
え
る
重
要
な
教
育
資

源
と
位
置
づ
け
、
現
行
の
町

内
２
高
校
の
存
続
維
持
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

少
子
化
と
い
う
社
会
現
象

は
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
将

来
的
な
地
域
の
教
育
環
境
の

整
備
、
教
育
文
化
、
経
済
活

動
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て

検
討
協
議
す
る
上
で
、
貴
重

な
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。



い
る
状
況
で
、
将
来
的
に
は

町
全
体
の
交
通
体
系
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

次
に
、
特
定
健
診
受
診
率

向
上
対
策
に
関
す
る
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

受
診
奨
励
手
段
と
し
て
、

役
場
担
当
者
な
ど
に
よ
る
電

話
活
動
や
、
集
会
へ
の
訪
問

周
知
な
ど
、
個
別
訪
問
と
電

話
活
動
の
組
み
合
わ
せ
が
受

診
率
向
上
に
つ
な
が
る
と
分

析
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

男
性
の
若
い
世
代
で
受
診

率
が
低
く
、
そ
こ
へ
の
情
報

提
供
と
啓
発
を
行
い
、
予
防

活
動
を
通
じ
て
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

つ
な
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
本

町
に
も
共
通
す
る
課
題
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

が
ん
検
診
受
診
料
の
助
成

も
行
わ
れ
て
お
り
、
国
保
加

入
者
の
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
乳

が
ん
検
診
の
自
己
負
担
額
を

全
額
助
成
し
て
い
ま
す
が
、

受
診
率
向
上
に
な
か
な
か
つ

な
が
ら
な
い
状
況
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。

本
町
の
場
合
、
対
象
年
齢

を
決
め
て
健
診
「
無
料
ク
ーポ

ン
券
」を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

小
平
町
同
様
に
40
歳
代
の
受

診
率
が
低
い
状
況
で
す
。

「
町
民
み
ず
か
ら
の
健
康
は
、

み
ず
か
ら
で
守
る
」と
い
う
姿

勢
が
必
要
で
あ
る
と
、
研
修

を
通
じ
て
再
認
識
し
ま
し
た
。

長
沼
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
り
ふ
れ
」
は
、
町
民
の

健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
の

活
動
拠
点
機
能
を
有
し
、
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的

に
提
供
す
る
施
設
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
内
に
町
保
健
福
祉
課

が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
保
健

師
６
人
体
制
で
疾
病
予
防
対

策
に
力
を
入
れ
た
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
特
に
、「
二

十
歳
の
健
診
」
と
し
て
、
若

年
層
に
対
す
る
健
康
へ
の
関

心
を
高
め
る
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

長
沼
町
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、「
厳
し
い
財
政
状
況
下

に
あ
る
が
行
政
が
努
力
し
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
」
と

説
明
し
、
理
解
を
求
め
て
い

る
そ
う
で
す
。

介
護
保
険
制
度
に
関
し
、

老
人
福
祉
施
設
等
を
整
備
す

る
と
介
護
保
険
料
に
跳
ね
返

る
現
行
制
度
に
つ
い
て
、
近

隣
市
町
村
と
広
域
で
対
応
す

る
仕
組
み
が
必
要
で
、
首
長

間
の
話
題
に
挙
げ
た
い
と
い

う
話
が
同
席
説
明
く
だ
さ
っ

た
長
沼
町
長
か
ら
出
さ
れ
、

将
来
の
介
護
保
険
制
度
を
考

え
る
上
で
参
考
に
な
る
意
見

と
感
じ
ま
し
た
。

鷹
栖
町
で
は
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
＝
定

員
29
人
以
下
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）、
小
規
模
多
機

能
居
宅
介
護
施
設
（
＝
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業
を
一
つ

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
た
施

設
）
の
整
備
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
第
５
期
介
護
保
険

計
画
に
お
け
る
介
護
保
険
料

は
４
８
０
０
円
と
、
本
町
の

４
０
０
０
円
よ
り
高
く
な
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

充
実
す
れ
ば
介
護
保
険
料
も

高
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、

町
民
に
理
解
を
求
め
る
と
と

も
に
保
険
料
推
移
を
注
視
す

る
必
要
が
あ
る
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

高
齢
者
交
通
費
助
成
事
業

と
し
て
、
平
成
４
年
か
ら
80

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
１

万
円
分
の
交
通
費
助
成
券
が

交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

22
年
度
は
対
象
者
５
６
９
人

中
４
０
１
人
に
交
付
さ
れ
、

助
成
金
額
は
２
７
８
万
円
、

平
成
23
年
度
か
ら
自
動
車
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

70
歳
以
上
の
方
も
対
象
に
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

役
場
で
の
意
見
交
換
後
、

社
会
福
祉
法
人
さ
つ
き
会
が

経
営
す
る
多
機
能
型
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
「
鷹
栖
な
ご
み
の

家
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ

の
施
設
は
、
町
が
無
償
貸
与

し
た
土
地
に
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

同
法
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
所
を
運
営
し
て
お
り
、

町
の
福
祉
施
策
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
事
業
展
開
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

鷹
栖
町
は
、
本
町
と
人
口

規
模
や
高
齢
化
率
が
同
程
度

で
あ
り
、
在
宅
介
護
と
介
護

施
設
の
充
実
の
兼
ね
合
い
を

ど
う
す
る
か
な
ど
、
共
通
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

〈
お
わ
り
に
〉

研
修
で
得
た
内
容
が
今
後

の
行
政
運
営
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
、
議
会
側
か
ら
行
政
、

町
民
に
つ
な
ぎ
、
よ
り
よ
い

「
大
空
町
」
と
な
る
よ
う
に

議
会
と
し
て
の
責
任
、
役
割

を
果
た
す
こ
と
の
必
要
性
を

重
く
受
け
と
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
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長沼町での視察風景



沼
田
町
議
会
が
発
行
す
る

議
会
広
報
誌
「
み
ん
な
の
議

会
」
は
、
親
し
み
あ
る
紙
面

や
議
員
だ
け
で
の
制
作
体
制

が
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、

第
32
回
全
道
町
村
議
会
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
で
「
特
選
（
＝

最
優
秀
賞
）」
に
選
ば
れ
て

い
ま
す
。

編
集
、作
成
に
当
た
っ
て
は

「
小
学
校
５
年
生
や
年
配
の

方
で
も
理
解
し
や
す
い
内
容
、

文
章
」
を
基
本
に
、
全
体
の

文
字
数
を
少
な
く
、
見
出
し

に
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
た
せ
る

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

議
会
広
報
誌
で
全
て
伝
え

よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

会
議
録
の
閲
覧
や
議
会
の
傍

聴
に
つ
な
が
る
「
見
出
し
＝

議
会
だ
よ
り
」
と
い
う
認
識

が
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。

沼
田
町
議
会
の
特
徴
的
な

取
り
組
み
は
、
次
回
発
行
号

に
向
け
た
広
報
委
員
会
で

「
担
当
割
当
表
」
を
作
成
し
、

各
委
員
が
責
任
を
持
っ
て
編

集
に
当
た
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
み
ん
な
の
広
場
」
と
い

う
、
町
民
参
加
の
企
画
に
も

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
方
向
性
と
し
て
、

『
町
民
と
の
懇
談
会
を
開
き
、

広
聴
活
動
を
通
じ
て
得
た
さ

ま
ざ
ま
な
町
民
意
見
を
う
ま

く
議
会
広
報
誌
に
取
り
入
れ

ら
れ
れ
ば
町
民
意
見
の
取
り

入
れ
に
つ
な
が
り
、
町
が
発

行
す
る
広
報
誌
と
は
違
っ
た

形
に
な
る
。「
き
め
細
か
な

町
民
の
声
の
吸
い
上
げ
」
が
、

議
会
広
報
誌
で
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
今
後
、
そ
う
い

っ
た
こ
と
に
取
り
組
み
た

い
。』
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

鹿
追
町
議
会
で
は
、「
広

報
」
活
動
だ
け
で
な
く
「
公

聴
」
活
動
も
重
要
と
い
う
観

点
か
ら
、
議
長
を
除
く
全
議

員
（
10
人
）
で
「
広
報
広
聴

常
任
委
員
会
」
を
構
成
し
、

広
報
部
会
と
広
聴
部
会
を
設

け
て
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
し
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

鹿
追
町
議
会
だ
よ
り
は
、

「
中
学
生
も
理
解
で
き
る
内

容
」
に
配
慮
し
、
取
材
、
写

真
撮
影
は
原
則
広
報
部
会
員

が
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

特
集
ペ
ー
ジ
を
見
開
き
（
２
、

３
ペ
ー
ジ
）
に
配
置
、
イ
ン

パ
ク
ト
あ
る
タ
イ
ト
ル
に
心

が
け
て
い
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

住
民
へ
の
影
響
が
少
な
い

内
容
の
省
略
な
ど
掲
載
記
事

を
取
捨
選
択
し
、
写
真
を
多

く
活
用
し
て
見
や
す
い
紙
面

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

と
し
て
、
町
の
行
事
取
材
や

町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
議
員

み
ず
か
ら
行
い
、
記
事
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
点
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
15
年
か
ら
、
議
会
広

報
誌
へ
町
民
意
見
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
導
入
し

た
「
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
制

度
」
は
、
編
集
側
で
は
気
づ

か
な
か
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ

改
善
に
つ
な
が
る
な
ど
、
う

ま
く
機
能
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

〈
お
わ
り
に
〉

議
会
基
本
条
例
に
広
報
広

聴
活
動
の
充
実
が
明
記
さ
れ

て
お
り
、
町
民
皆
さ
ん
の
声

を
聞
き
、
積
極
的
に
情
報
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
そ
の
一
つ
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、「
町
民

の
声
、
意
見
の
反
映
」
や
「
広

報
広
聴
活
動
の
常
任
委
員
会

対
応
」
な
ど
、
本
町
議
会
に

は
な
い
事
例
を
調
査
し
、
本

町
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
「
先
進
事
例

調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

先
進
地
視
察
に
あ
わ
せ
、

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
「
議

会
広
報
研
修
会
」
に
参
加
し
、

編
集
の
技
術
的
な
部
分
も
学

ん
で
き
ま
し
た
。
沼
田
町
、

鹿
追
町
両
議
会
の
先
進
的
な

取
り
組
み
や
編
集
技
術
な
ど

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
よ

り
よ
い
も
の
に
な
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。
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視察調査の様子
（上：沼田町議会／下：鹿追町議会）



要 望 意 見 書 

　地球温暖化防止のための温室効果ガスの削減は、我が国のみならず地球規模の重要かつ
喫緊の課題となっており、森林の持つ地球環境保護、国土の保全、水資源の涵養、自然環
境の保持など「森林の公益的機能」に対する国民の関心と期待は大きくなっています。 
　また、我が国は京都議定書において、第１約束期間である平成20年度から平成24年度
までの間に、温室効果ガスを６％削減することが国際的に義務づけられていますが、その
うち３．８％を森林吸収量により確保することとしています。 
　このような中、「地球温暖化対策のための税」が平成24年10月に導入される一方、「森
林吸収源対策などの地球温暖化対策に関する地方の財源確保」については、「平成24年度
税制改革大綱」において、「平成25年度実施に向けた成案を得るべく、さらに検討を進め
る。」とされています。 
　もとより、地球温暖化防止をより確実なものとするためには、森林の整備・保全等の森
林吸収源対策や豊富な自然環境が生み出す再生可能エネルギーの活用などの取り組みを、
山村地域の市町村が主体的、総合的に実施することが不可欠です。 
　しかしながら、これら市町村では、木材価格の暴落、低迷や林業従事者の高齢化、後継
者不足など厳しい情勢にあり、森林吸収源対策などの地球温暖化対策に取り組むための恒
久的、安定的な財源が大幅に不足しているのが現状です、 
以上のことから、国においては次の事項について実現が図られるよう、強く要望します。 

 
記  

　二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整備・保全等を推進する市町村
の役割を踏まえ、「地球温暖化対策のための税」の一定割合を森林面積に応じて譲与する
「地方財源を確保・充実する仕組み」を早急に構築すること。 

地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の 
構築を求める要望意見書 

平成24年９月20日の議会で議決し、次のとおり国等へ意見書を提出しました。 
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朝
夕
、
寒
さ
が
身
に
し
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
あ
の
暑
か
っ
た
日
々
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
や

ら
。
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く

頃
に
は
、
冬
将
軍
が
大
手
を
振
っ
て
私
た
ち
を
苦

し
め
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
去
る
10
月
の
晴
れ
た
日
曜
日
の
午
後
、

私
は
美
幌
町
の
大
型
ス
ー
パ
ー
へ
出
か
け
ま
し
た
。

駐
車
場
へ
と
荷
物
を
運
び
、
カ
ー
ト
を
お
店
へ
返

そ
う
と
し
て
い
る
折
、
大
切
そ
う
に
お
年
寄
り
へ

手
を
添
え
て
、
車
へ
と
誘
導
し
て
い
る
方
と
、
す

れ
違
い
ざ
ま
に
視
線
が
合
い
ま
し
た
。
大
空
町
職

員
の
方
で
し
た
。
黙
礼
し
な
が
ら
、
お
年
寄
り
の

方
（
90
歳
前
後
で
し
ょ
う
か
。）
に
「
ご
家
族
で

お
買
い
物
で
す
か
。
寒
く
な
り
ま
す
か
ら
、
お
体

を
大
切
に
、
風
邪
な
ど
引
か
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
ね
。」
と
、
思
わ
ず
声
を
か
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
お
年
寄
り
は
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
っ
て
、
と

て
も
幸
せ
そ
う
に
し
て
お
り
、
か
わ
い
い
お
年
寄

り
で
し
た
。

私
も
こ
う
あ
り
た
い
、
我
が
大
空
町
の
高
齢
者

皆
さ
ん
に
は
、
こ
ん
な
「
し
あ
わ
せ
」
そ
う
な
笑

顔
を
し
て
い
て
ほ
し
い
も
の
と
感
じ
た
き
ょ
う

（
11
月
７
日
、
立
冬
）
こ
の
頃
で
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

副
委
員
長
　
　
中
　
堀
　
君
　
子



12月19日（水）から 12月19日（水）から 12月19日（水）から 

町 民 の 声 

◆定例町議会は、年４回（３月・６月・
９月・12月）に開かれます。また、
臨時町議会は、必要に応じて随時開
かれますので、皆様もお気軽に傍聴
においでください。 
◆詳しくは、議会事務局へお問い合わ
せください。 

議会の傍聴は 
　　　お気軽に!
議会の傍聴は 
　　　お気軽に!
議会の傍聴は 
　　　お気軽に!

開かれる予定です。 

12月定例会は、 

お
お
ぞ
ら 

ぎ
か
い 

大
空
町
議
会
だ
よ
り 
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　議会だよりをより身近なものに感じていただくため、今号から新たな取り組みとして町民
皆様からお寄せいただいたご意見、ご感想や、広報編集委員みずから取材させていただいた
内容を「町民の声」として掲載することとしました。 

　まだまだ手探り状態の取り組みではありますが、町民皆さんのご協力をいただきながら、より充実し
た「議会だより」にしていきたいと考えています。ご理解くださるようお願いします。 
※前号まで掲載の「議会日誌」は、議会ホームページ「議会の動向」として、議会の動きを随時更新し、お知らせ
することとしましたので、そちらをごらんください。　 
【議会ホームページ　http://www.town.ozora.hokkaido.jp　（大空町ホームページ内に開設）】 

水野　正義 さん 
（女満別東陽） 

　私は、教員時代、月に数回ずつ父母向けの学級だよりを出し
ていましたが、たよりの名称は親しみを感じてもらえるもの、
内容は読み手の心情を意識してなど、上からの指導も受けてい
ました。 
　我が町の議会広報誌の名称は「大空町議会だより」となって
います。末尾の「・・・だより」に、議会の人たちの町民への
基本姿勢といろいろなメッセージを感じ、毎回拝読しています。 
　さて、その内容ですが、議会全体と議員個々の活動、町民の
暮らしに関する情報なども、写真やイラスト、図表などを用い
てまとめており、編集者の意図が感じ取れる一冊です。 
　反面、掲載する事柄の精選を図っていただくなど、ゆとりあ
る紙面づくりへの期待の声もありますので、申し添えます。 
　終わりに、議会広報誌が議会活動の情報提供などの面で、大
きな足跡を残されますようお祈り申し上げます。 

「有料広告」を募集！ 「有料広告」を募集！ 大空町 
議会だより 
大空町 
議会だより 


